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自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策
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A
AI教材「すらら」などを通じて、主体的に学習する
習慣が身に付いている。
生徒：66.2％　保護者：88.9％

SNSの使用マナーやいじめ撲滅に関することな
ど、規範意識向上に対する取り組みがなされて
いる。
生徒：92.2％　保護者：83.7％

授業では、ペア学習やグループ学習など、主体
的・協働的に学ぶことができる。
生徒：95.7％　保護者：82.4％

学習評価は、定期考査だけでなく、観点別に評
価がなされている。
生徒：96.7％　保護者：92.0％

「総合的な探究の時間」を通して、自分の考えを
深めたり、発表したりする力が付いている。
生徒：87.3％　保護者：74.9％

進路ガイダンス、進路シンポジウム、大学講義体
験講座など、進路に関する取組が進路選択や進
路決定のために役立っている 。
生徒：95.5％　保護者：86.8％

授業をはじめ、様々な教育活動を通して情報処
理能力・情報活用能力が身に付いている。
生徒：94.7％　保護者：76.7％

自分に合ったペースや方法で学習できるよう、1
人1台端末を活用できている。
生徒：93.0％　保護者：80.8％

国際的視野を持ち、地域を基盤に社会貢献を学ぶ機会の創出

具体的目標

福岡県立 嘉穂東 高等学校

生徒の「自ら学ぶ」力を育成する指導と評価の一体化

生徒が意味や価値を考え、主体的に参画する行事等への支援

学校運営計画（４月）
学校運営方針

[成果]
①生徒の主体的・協働的な学びを目指した授業改善
②生徒及び職員のＩＣＴ活用能力向上
③人材育成プログラムの導入と実践
④学校行事を通した生徒の主体性育成
[課題]
①観点別評価を活用する学習サイクルの定着
② ICT環境を「個別最適な学び」へとつなげる授業改善
③生徒の多様な進路志望に対応できる組織的・計画的な進路指導
④生徒を主体とした学校行事の推進とそれを可能とする生徒支援の充実

昨年度の成果と課題 年度重点目標

生徒を主語にした教育活動の充実

「創造的な発信力」「吟味する思考力」「データを利活用して課題解決できる力」を醸成する
しくみづくり

自律自走する学びを支援するしかけづくり

評価
（総合）

A

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

地域を活性化し、地域から世界に働きかけることができる人材を育成する学校
　
飯塚市の産学官連携による独自の教育プログラムを展開する中で、地域社会や自国の文化への理解を深め、グローバルな視点に立った発想力、発信力等を持ち、地域で活躍する人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

・主体的に学びに向かう力を育成し、進路目標の明確化と自己実現を推進
・道徳性、規範意識、人権意識を高め、地域の活性化と発展に寄与できる力の育成
・確かなコミュニケーション力、国際感覚を育成

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

・生徒が主体性をもって規範意識を高め、充実した学校
生活を送れるよう生徒会が中心となった活動を実施する。
・生徒支援力を高める職員研修に取り組み、生徒と保護
者、教員の信頼関係に基づく安全安心な教育活動に取り
組む。

自己評価

結果の考察と次年度の課題

生徒の内面に寄り添い支援を行う教育相談の充実とSC事業の充実を図る。

個別最適な学びを充実させる視点に立ったeラーニング活用のための職員研修を充実させる。

生徒会を中心とした生徒主体の学校行事になるように、企画立案の機会における生徒一人ひとりの支
援の充実を図る。

充実した練習環境や指導体制（適切な部活動休養日の活用を含む）の工夫を行い、魅力ある部活動の
推進を図る。

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

ペア学習やグループ学習など生徒が主体的、協働的に学ぶことができる授業改善を積極的に実施す
る。

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

学校行事は、生徒会を中心に生徒が主体となっ
て運営している。
生徒：91.8％　保護者：90.8％

生徒会によるデジタルリテラシーの習得を含めた規範意識向上に関する取組を行う。
（携帯電話やスマートフォンの使用マナーやSNSに関すること、いじめ撲滅に関すること等）

生徒支援

学校活性化のための学校行事等の
充実を図る。

A

A

探究活動の成果を文化祭等で発表できるならば、保護者にもその成果が
伝わるのではないか。

学習支援

観点別評価を活用し、教職員の授
業スキル向上のための授業改善を
実施する。

A

A

１人１台端末を効果的に活用して個
別最適な学びを支える。

B

学校関係者評価

1 学校評価アンケートの結果を踏まえて
学校評価アンケートの結果から、本校の教育活動は生徒の学びの質の向上に一定の成果を上げている一方で、その成果を保護者に対して具体的に可視化し、分かりやすく発信する取組に課題があることがうかがえた。今後は、教育活動の成果や生
徒の成長の様子を数値や具体的事例として積極的に発信していくことで、学校教育への理解と信頼の更なる向上を図っていきたい。
2 学校関係者評価を踏まえて
学校関係者評価を踏まえ、以下の取組を行う。①地域行事や外部機関との連携機会を増やし、協働的な学びを推進する。②家庭と連携しながらSNSの使用を中心に情報モラル教育を一層推進する。③個別面談や進路ガイダンスを更に充実させ、早期
からの進路意識を高める。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

・ICTツールを活用した主体的・協働的な学習が浸透し、
生徒も意欲を持って取り組んでいる様子がうかがえる。
・生徒の学力や学習活動を測る適切な観点別評価の更な
る検討・協議が必要である。

・ホームルーム活動や学校行事など、学習の場以外でも
生徒がICT機器を効果的に活用する姿が多く見られるよう
になった。
・生徒の情報処理能力・情報活用能力の向上、1人1台端
末の活用状況等を、保護者に対しても目に見えるかたち
で示す必要がある。

定期考査の精選及び授業内での活動評価（探究的活動や単元テスト等）により、観点別評価の効果的
活用を図る。

キャリアサポート

生徒の第一希望進路実現に向けて
の進路指導を行う。

安心安全な学校に向けての体制づ
くりを行う。

授業を軸に、希望制課外や夏期講座・冬期講座の効果的な活用を行い、進路実現につながる学力保
障を目指す。

AI教材「すらら」で自律自走の学習を定着させる。また、外部模試を活用し、＜分析→事後指導→生徒
自身の振り返り→取組の改善充実＞の好循環サイクルにつなげていく。

外部関係団体と連携し、探究的活動を充実させて「生涯学び続ける」ことの重要性を理解させ、確かな
「生きる力」の育成を目指す。

体験的活動や、地域貢献活動、進路ガイダンスを通して、生徒の「主体的、対話的で深い学び」となる
教育活動を一層推進する。

確かな「生きる力」を育成するための
探究的活動を図る。

・外部機関と連携した探究活動の３年目の一区切りとな
る。課題も多くみられるが、専門家のノウハウなどを吸収
し次年度につなげていきたい。
・担当教員の尽力により、進路ガイダンスだけでなく大学
での授業参加など、生徒の「やる気」を起こさせる活動が
良かった。

A
・自分の考えを深め、発信する力を伸ばす
取組を継続し、生徒の意欲を高める活動
を引き続き実施していただきたい。

A

・大学進学や医療・看護系学校への進学、公務員を中心とした就職、多様な進路に応えるコース設定
・個別最適化の学びと協働的な学びの推進
・デジタルシティズンシップ（情報技術の利用における適切で責任ある行動規範）の育成

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

・中学校までの基礎的・基本的な知識・技能が身に付いている生徒

・自国や他国の文化に興味を持ち、コミュニケーション力を高めたい生徒

・全国的にSNSによる問題が報道されてい
る中、タブレット端末の適切な使用につい
て学校と家庭が協力して指導していく必要
がある。
・生徒が意欲をもって学習に取り組めるよ
う、引き続き授業改善を進めていただきた
い。

・タブレット端末で自宅学習している生徒と
そうでない生徒の差がある。そのギャップ
を埋めていければよい。
・ICT活用は重要である一方、実際に文字
を書く学習も大切であり、適切な使い分け
が必要である。

・生徒会を中心とした主体的な活動が、よ
り一層推進されることを望む。

・地域との連携を一層促進してほしい。
・生徒の主体性を重視した支援や関わり
を、今後も大切にしていただきたい。

・大学進学に関する実績がさらに伸びてい
くことを期待したい。

・国公立大学の合格者が増えた。難関国公立大学に合格
する生徒も出てきた。
・「すらら」の学習に関しては、担当教員の尽力により、１、
２年生では使用状況が良かった。３年生については別の
教材を導入したほうがいいとの意見が多く、検討が必要
である。

A

B

A

A

学校関係者評価

学校関係者評価委員会
からの意見

生徒のICT機器の活用機会を増やし、デジタル社会を生きる上で役立つ情報処理能力・情報活用能力
を育成する。

デジタルリテラシーをふまえた実践的なICT活用能力の習得

デジタル社会を生きる上で役立つ情報処理能力・情報活用能力の育成

生徒主体の進路選択・決定を支援する個に応じたキャリア教育の実践

・生徒会執行部の定例会を行うことで、生徒主体の学校
行事が円滑に実施できるよう職員全体で支援を行う。
 
・部活動の練習環境を充実させるとともに指導体制をより
一層向上させ魅力ある部活動になるよう取り組む。
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